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第
１
回
市
議
会
定
例
会
を
３

月
２
日
か
ら　

日
ま
で
の
日
程

１８

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
大
垣
市
功
労
章
を

授
与
す
る
こ
と
な
ど
２
議
案
を

先
議
、
市
長
か
ら
平
成　

年
度

２７

一
般
会
計
予
算
な
ど　

議
案
に

４５

つ
い
て
提
案
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

９
日
に
は　

名
の
議
員
が
一

１２

般
質
問
を
行
い
、　

日
か
ら　

１１

１７

日
に
は
各
委
員
会
に
お
い
て
付

託
議
案
の
審
査
を
慎
重
に
行
い

ま
し
た
。

　
　

日
に
は
、
市
長
提
出
議
案

１８

　

議
案
を
可
決
、
請
願
１
件
を

４５採
択
、
議
員
提
出
議
案
３
議
案

を
可
決
、
１
議
案
を
継
続
審
査

と
し
閉
会
し
ま
し
た
。 

守
屋
多
々
志
作
「
竹
千
代
出
陣
」

①

�

定 例 会 日 程定 例 会 日 程
３月２日　本会議（提案説明）
　　９日　本会議（一般質問）
　　１１日　子育て支援日本一対策委員会
　　　　　市民病院に関する委員会
　　１２日　建設環境委員会
　　１３日　経済産業委員会
　　１６日　文教厚生委員会
　　１７日　企画総務委員会
　　１８日　議会運営委員会、本会議
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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

　
平
成　

年
度
当
初
予
算

２７

　

一
般
会
計
が
５
９
８
億
９
０
０
０
万
円
で
前
年
度
比
５
・
６
％

増
、
特
別
会
計
は
５
３
７
億
４
０
０
０
万
円
で　

・
５
％
増
、

１１

企
業
会
計
は
３
８
４
億
３
３
０
０
万
円
で
２
・
２
％
増
、
総
額

１
５
２
０
億
６
３
０
０
万
円
で
６
・
７
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

補
正
予
算

◇
国
の
補
正
予
算
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た
「
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
」
を
財
源
に
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
」
に
向
け
た
支
援
等　

事
業
費
と
し
て
２
億
３
２
４
０

１３

万
円
を
計
上
。

◇
国
の
追
加
補
助
採
択
に
伴
い
、
中
学
校
の
教
室
に
空
調
機
を
設

置
す
る
た
め
の
事
業
費
３
億
６
０
０
０
万
円
を
計
上
。

条
例
等

◇
大
垣
市
旧
清
水
家
住
宅
条
例
の
制
定

　

市
重
要
文
化
財
で
あ
る
旧
清
水
家
住
宅
の
保
存
と
活
用
を
図
る

た
め
、
設
置
及
び
管
理
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
。

意
見
書

◇
米
の
需
給
・
価
格
安
定
対
策
及
び
需
要
拡
大
に
関
す
る
意
見
書

◇
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書

◇
農
業
の
発
展
に
必
要
な
生
産
基
盤
整
備
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書

平成２７年度の重点プロジェクトと主な事業
「地域活力創造」
　本市に転入される方のうち、市
内に親世帯がある方について転居
費用の一部を助成するほか、子育
て世帯の転入に対して実施してい
る新築住宅等借入金に係る利子補
給の対象地区等を拡大するもの。
「安全・安心」
　地域拠点避難所である小中学校
屋内運動場において、天井からの
照明器具等の落下を防ぐ耐震対策
を実施し、児童生徒・避難された
方の更なる安全確保を図る。
「環境・エネルギー」
　電気自動車やプラグインハイブ
リッド自動車などの次世代自動車
を、災害時の非常用電源として活
用するための給電機能の装備に助
成するもの。
「子育て日本一」
　留守家庭児童教室の開設時間を
延長し、保護者が安心して働く環
境づくりを推進するもの。
「かがやきライフ」
　３０歳の節目を迎えた方を対象と
した「２分の３成人式」を開催し、
地域における人と人との出会いや
つながりの機会を提供するもの。
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第
１
回
市
議
会
定
例
会
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粥
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奈
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３
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中
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ゆ
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２
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長
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２
期
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北
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質
問：

本
市
の
歴
史
的
文
化
的

評
価
が
高
ま
る
中
、
今
こ
そ
本

物
の
城
郭
跡
等
の
調
査
、
復
元

を
は
じ
め
歴
史
的
街
並
み
整
備

な
ど
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
等
を

活
用
し
た
、
本
物
を
き
ち
ん
と

後
世
に
伝
え
る
歴
史
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
時
だ
と
考
え

る
。
整
備
時
、
当
然
問
題
と
な

る
都
市
計
画
道
路
等
、
長
年
の

課
題
へ
の
対
応
を
含
め
、
考
え

を
問
う
。

答
弁：

本
市
で
は
、
文
化
資
産

の
保
存
や
活
用
を
図
る
た
め
、

後
世
に
伝
承
す
る
べ
き
景
観
を

有
す
る
建
造
物
等
を
大
垣
市
景

観
遺
産
と
し
て
指
定
す
る
市
独

自
の
制
度
を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
は
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り

法
の
趣
旨
に
沿
い
、
歴
史
上
貴

重
な
文
化
財
な
ど
と
そ
の
周
辺

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
歴
史
的

風
致
を
維
持
向
上
す
る
た
め
の

計
画
策
定
に
つ
い
て
研
究
し
、

本
市
全
体
の
歴
史
的
・
文
化
的

評
価
を
さ
ら
に
高
め
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
必
要
性
や
規
模
の

妥
当
性
等
に
つ
い
て
、
検
証
を

歴
史
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

石
田　

仁

行
い
、
存
続
や
廃
止
等
の
見
直

し
方
針
案
を
ま
と
め
る
予
定
で

あ
る
が
、
地
域
の
特
性
も
考
慮

し
て
い
き
た
い
。

 
質
問：

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
震
災

復
興
で
建
設
資
材
等
が
高
騰
す

る
中
、
１
０
０
億
円
規
模
の
庁

舎
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

財
源
の
大
部
分
が
臨
時
財
政
対

策
債
で
負
担
が
大
き
く
な
り
、

超
高
齢
社
会
を
乗
り
切
る
に
は

大
き
な
足
か
せ
に
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
新
庁
舎

建
設
を
行
う
必
要
が
あ
る
の

か
。
住
民
投
票
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

答
弁：

新
庁
舎
建
設
は
、
後
年

度
の
財
政
負
担
を
考
慮
し
、
本

年
度
末
で
約　

億
円
と
な
る
公

４０

共
施
設
整
備
基
金
を
建
設
時
ま

で
に
積
み
増
し
す
る
と
と
も
に
、

財
政
措
置
が
手
厚
い
合
併
特
例

債
を
活
用
し
て
い
く
。
こ
う
し

た
場
合
、
今
後
の
公
債
費
の
見

込
み
は
、
平
成　

年
度
に
ピ
ー

３４

ク
を
迎
え
、　

億
円
程
度
と
な

５９

る
が
、
過
去
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ

新
庁
舎
建
設
に
伴
う
財
政
運

営
に
つ
い
て

笹
田　

ト
ヨ
子

た
平
成　

年
度
の　

億
円
を
下

１４

６６

回
る
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。

　

改
築
に
つ
い
て
は
、
平
成　
２５

年
４
月
の
市
長
選
挙
に
お
い

て
、
そ
の
必
要
性
を
ご
説
明
申

し
上
げ
て
お
り
、
市
民
の
皆
様

か
ら
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
と
認

識
し
て
い
る
。

 
質
問：

人
口
を
増
や
し
て
い
く

た
め
に
は
、
し
ご
と
創
生
に
力

を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

国
の
地
方
創
生
の
取
り
組
み
で

も
創
業
支
援
に
は
重
点
を
置
い

て
い
る
。
産
業
及
び
経
済
の
振

興
や
雇
用
創
出
は
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
商
工
団
体
や
金
融
機

関
な
ど
と
連
携
し
、
民
間
の
専

門
性
を
生
か
す
べ
き
と
考
え

る
。
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁：
大
垣
市
雇
用
戦
略
指
針

に
基
づ
き
、
雇
用
、
就
労
に
関

す
る
諸
事
業
を
積
極
的
に
推
進

し
、
企
業
立
地
奨
励
制
度
の
拡

充
や
継
続
的
な
適
地
調
査
な

ど
、
雇
用
に
つ
な
が
る
企
業
誘

致
に
努
め
て
い
る
。

　

創
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
産

学
官
連
携
の
も
と
、
商
工
会
議

所
が
中
心
と
な
り
、
創
業
を
目

指
す
方
や
創
業
し
て
間
も
な
い

経
営
者
を
対
象
に
、
様
々
な
疑

問
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
創

業
支
援
総
合
窓
口
の
開
設
や
実

践
的
な
研
修
を
行
う
創
業
塾
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。 

し
ご
と
創
生
に
向
け
た
支
援

に
つ
い
て

富
田　

三
郎

 
質
問：

大
垣
祭
が
東
西
文
化
融

合
の
祭
礼
で
藩
主
下
賜
の 

と

町
衆
の 

が
併
存
す
る
こ
と
が

希
少
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

の
候
補
に
も
追
加
申
請
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
記
念

し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
、 

の

展
示
を
行
い
、
大
垣
城
周
辺
の

多
目
的
交
流
イ
ベ
ン
ト
ハ
ウ
ス

に
常
設
展
示
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁：

大
垣
祭
の 

行
事
は
、

　

カ
町
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関

１０係
者
の
長
年
に
わ
た
る
ご
努
力

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

大
垣
祭
を
後
世
に
守
り
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

祭 

常
設
場
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
観
光
振
興
を
図
る
上
で

も
効
果
が
期
待
で
き
る
一
方

で
、
各
町
内
の
皆
様
の
協
力

や
、
文
化
財
の
展
示
施
設
の
整

備
等
の
課
題
も
あ
る
。

　

今
後
も
、
大
垣
祭
の
保
護
、

継
承
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｒ
方
法
に

つ
い
て
関
係
者
の
皆
様
と
連
携

し
、
研
究
し
て
い
く
。 

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

指
定
の
大
垣
祭 

に
つ
い
て

山
口　

和
昭

 
質
問：

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い

介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
増

え
、
高
齢
者
が
高
齢
者
を
介
護

す
る
老
老
介
護
が
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
る
。そ
ん
な
中
、

市
内
で
は
懸
命
に
介
護
に
尽
く

し
な
が
ら
も
、
将
来
へ
の
不
安

か
ら
悲
し
く
も
痛
ま
し
い
事
件

が
起
き
た
。
再
発
を
防
ぐ
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
現

状
の
在
宅
介
護
支
援
体
制
の
検

証
と
再
発
防
止
策
を
問
う
。

答
弁：

介
護
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
介
護
支
援
専
門
員
が

相
談
を
受
け
、
介
護
者
が
心
身

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
れ
る
よ

う
、
要
介
護
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の

利
用
を
促
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
、
あ

ん
し
ん
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
の
中
で
民
生
委
員
等
に
よ

る
声
か
け
な
ど
を
お
願
い
し
て

い
る
。

　

今
後
も
、
居
宅
介
護
支
援
事

務
所
や
地
区
社
会
福
祉
推
進
協

議
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

 
老
老
介
護
に
つ
い
て

長
谷
川　

つ
よ
し

赤
坂
総
合
セ
ン
タ
ー
の
今
後

に
つ
い
て
の
提
案野田　

の
り
お

質
問：

赤
坂
総
合
セ
ン
タ
ー
は

合
併
を
記
念
し
て　

年
前
に
建

４８

設
さ
れ
た
が
、
耐
震
補
強
が
不

可
能
と
い
う
こ
と
で
、
将
来
解

体
さ
れ
る
。
こ
の
跡
地
に
金
生

山
に
あ
る
化
石
館
を
移
動
さ

せ
、
昼
飯
大
塚
古
墳
の
出
土
品

の
展
示
や
大
理
石
産
業
、
石
灰

工
場
な
ど
の
歴
史
を
伝
え
る
博

物
館
を
含
む
、
総
合
的
な
施
設

の
建
設
を
提
案
す
る
。

答
弁：

赤
坂
総
合
セ
ン
タ
ー

は
、
市
民
の
文
化
及
び
福
祉
の

向
上
を
図
る
総
合
施
設
と
し

て
、
昭
和　

年
に
設
置
さ
れ
た

４３

が
、
経
済
社
会
情
勢
の
変
動
に

伴
い
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
変

化
、
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整

備
に
よ
り
、
役
割
は
低
下
し
つ

つ
あ
る
。

　

ま
た
、
耐
震
性
が
低
く
、
老

朽
化
も
著
し
い
こ
と
か
ら
、
今

後
の
維
持
管
理
に
膨
大
な
費
用

が
必
要
に
な
る
た
め
、
廃
止
を

含
め
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

　

総
合
的
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、
市
民
の
利
用
度
や
費
用

対
効
果
な
ど
か
ら
、
難
し
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

②

一一
般般
質質
問問

一
般
質
問

一
般
質
問

３
月
９
日
に
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た

赤坂総合センター

大垣城

大垣祭 
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質
問：
大
垣
市
文
教
協
会
設
立

　

周
年
式
典
の
講
演
で
世
界
的

５０建
築
家
の
安
藤
忠
雄
さ
ん
は

「
野
性
を
育
て
夢
か
け
て
走
る

子
供
た
ち
を
大
垣
か
ら
」
と
何

度
も
提
言
さ
れ
た
。
合
併
で
広

大
な
里
山
の
地
を
得
た
大
垣
市

と
し
て
市
内
都
市
部
あ
る
い
は

全
国
に
「
大
垣
市
の
里
山
で
伸

び
伸
び
と
子
育
て
を
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
て
欲
し
い
。
市
長

の
意
思
を
問
う
。

答
弁：

現
在
、
市
内
全
て
の
小

中
学
校
に
お
い
て
、
自
然
の
中

で
の
体
験
学
習
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
た
宿
泊
研
修
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
新
年
度
か
ら

は
、
ふ
る
さ
と
大
垣
科
を
教
科

と
し
て
新
設
し
、
自
然
や
歴

史
、
伝
統
文
化
等
を
学
ぶ
こ
と

を
通
し
て
、
大
垣
へ
の
誇
り
と

愛
着
を
持
ち
、
自
ら
考
え
判
断

し
て
行
動
す
る
力
を
育
ん
で
い

く
。

　

ま
た
、
自
然
豊
か
な
環
境
の

な
か
で
、
子
育
て
を
希
望
さ
れ

る
方
な
ど
に
、
都
会
に
は
な
い

野
性
を
育
て
夢
か
け
て

走
る
子
供
た
ち
を
大
垣
か
ら

田
中　

孝
典

美
し
い
里
山
に
囲
ま
れ
た
上
石

津
地
域
の
魅
力
を
情
報
発
信
す

る
た
め
、
田
舎
暮
ら
し
を
支
援

す
る
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
や
移
住
交
流
推
進
機
構
が

な
ど
が
開
催
す
る
フ
ェ
ア
を
積

極
的
に
活
用
し
、
移
住
定
住
の

促
進
に
努
め
て
い
く
。

 
質
問：

本
市
の
留
守
家
庭
児
童

教
室
に
入
れ
る
の
は
４
年
生
ま

で
だ
が
、
５
・
６
年
生
に
な
る

と
、
ひ
と
り
き
り
で
の
留
守
番

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
長
期

休
暇
な
ど
は
特
に
心
配
だ
と
い

う
市
民
の
訴
え
が
あ
っ
た
。
６

年
生
ま
で
延
長
を
望
む
が
、
指

導
員
不
足
が
課
題
で
あ
る
た

め
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

既
存
の
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の

協
働
を
試
み
て
は
ど
う
か
。

答
弁：

本
市
の
留
守
家
庭
児
童

教
室
は
、
子
育
て
世
代
の
保
護

者
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ

く
り
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、

新
年
度
よ
り
午
後
７
時
ま
で
開

設
時
間
を
延
長
す
る
。

　

長
期
休
業
中
に
高
学
年
児
童

を
受
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
教
室
の
確
保
や
整
備
、
指

導
員
の
増
員
等
の
課
題
も
あ

り
、
今
後
研
究
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
を
利
用
し

た
地
域
で
の
留
守
家
庭
児
童
教

室
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
施
設

に
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
、
多

高
学
年
児
童
の
居
場
所
に
つ

い
て

粥
川　

加
奈
子

く
の
児
童
を
健
全
に
育
成
す
る

た
め
の
受
け
入
れ
体
制
が
整
っ

て
い
な
い
の
で
、
実
施
す
る
に

は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

 
質
問：

冬
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

凍
結
等
に
よ
り
安
全
確
認
が
で

き
ず
危
険
な
状
況
に
な
る
。
長

野
県
の
企
業
が
開
発
し
た
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
は
、
熱
伝
導
率
の
良

い
ス
テ
ン
レ
ス
製
で
凍
結
や
結

露
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
全
国

の
自
治
体
で
導
入
が
進
ん
で
い

る
。

　

本
市
で
も
市
民
の
安
心
・
安

全
の
た
め
、
こ
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
導
入
を
望
む
。

答
弁：

凍
結
予
防
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
は
、
鏡
面
裏
側
に
特
殊
な

加
工
を
施
し
、
鏡
面
温
度
を
制

御
す
る
方
式
な
ど
を
用
い
た
器

具
で
あ
り
、
寒
冷
地
な
ど
で
設

置
さ
れ
て
い
る
。
本
体
価
格
は

下
が
っ
て
き
て
い
る
が
、
鏡
面

自
体
が
重
く
な
る
も
の
も
あ

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
基
礎
ご

と
交
換
す
る
必
要
が
あ
り
、
割

高
に
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
導

入
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
冬
季
の
早
朝
に
お

い
て
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
曇

り
、
安
全
性
が
低
下
し
て
い
る

現
状
は
あ
る
の
で
、
曇
り
防
止

方
式
、
設
置
方
法
や
効
果
な
ど

の
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
設
置

に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
く
。

凍
結
予
防
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

に
つ
い
て

中
田　

ゆ
み
こ

 
質
問：

昨
年　

月
に
成
立
し
た

１１

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

に
基
づ
き
、
都
道
府
県
や
市
町

村
に
は
、
新
年
度
末
ま
で
に
地

域
の
事
情
を
踏
ま
え
た
地
方
版

総
合
戦
略
の
策
定
が
努
力
義
務

と
し
て
課
さ
れ
た
。

　

本
市
と
し
て
の
創
生
戦
略
の

組
織
、
地
方
移
住
の
受
け
入
れ

及
び
地
場
産
業
、
企
業
誘
致
、

観
光
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
弁：

本
市
に
お
い
て
も
、
大

垣
版
総
合
戦
略
を
平
成　

年
度

２７

に
策
定
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
地
域
創
生
戦
略
課
を
設
置

し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

地
方
移
住
の
受
け
入
れ
は
、

子
育
て
世
代
の
定
住
促
進
を
図

る
た
め
、
市
内
に
親
世
帯
の
あ

る
方
に
対
し
て
転
居
費
用
を
助

成
す
る
ほ
か
、
市
内
へ
の
転
入

に
対
す
る
利
子
補
給
の
対
象
区

域
の
拡
大
を
し
、
対
象
者
に
若

年
世
帯
を
加
え
て
実
施
す
る
。

こ
う
し
た
支
援
等
を
県
が
東
京

に
開
設
す
る
「
清
流
の
国
ぎ
ふ

地
方
創
生
と
大
垣
市
の
未
来

に
つ
い
て

横
山　

幸
司

移
住
・
交
流
セ
ン
タ
ー
」
と
連

携
し
、
情
報
発
信
に
努
め
首
都

圏
か
ら
本
市
へ
の
移
住
を
促
進

し
て
い
く
。

　

地
場
産
業
、
企
業
誘
致
は
、

企
業
展
へ
の
出
展
支
援
や
、
人

材
育
成
支
援
、
開
設
費
用
の
助

成
な
ど
に
取
り
組
み
、
競
争
力

強
化
や
企
業
誘
致
に
努
め
る
。

　

観
光
で
は
、
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
大

垣
祭
等
を
生
か
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ

に
よ
り
、
国
内
外
か
ら
誘
客
を

図
っ
て
い
く
。

 
質
問：

国
は
公
立
病
院
改
革
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
表
予
定
で
あ

る
。
一
般
急
性
期
病
院
か
ら
高

度
急
性
期
病
院
へ
の
移
行
は
急

務
で
あ
る
が
、
平
成　

年
度
ま

２９

で
の
中
期
計
画
の
進
捗
状
況
と

患
者
対
看
護
師
の
７
対
１
看
護

配
置
の
達
成
時
期
は
い
つ
か
。

ま
た
、
職
員
共
済
会
の
売
店
事

業
は
、
本
来
、
事
業
者
を
募
集

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁：

大
垣
市
民
病
院
中
期
計

画
で
は
、
地
域
住
民
が
望
む
※  マ

グ
ネ
ッ
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
を
実
現

す
る
た
め
、　

の
基
本
施
策
と

１０

　

事
業
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
お

４１り
、
平
成　

年
度
の
実
施
計
画

２６

目
標
に
つ
い
て
は
、
昨
年　

月
１０

末
時
点
で　

％
を
達
成
し
て
い

８５

る
。

　

７
対
１
看
護
配
置
の
導
入

は
、
高
度
急
性
期
病
院
と
し

市
民
病
院
改
革
に
つ
い
て

岡
田　

ま
さ
あ
き

て
、
よ
り
手
厚
い
看
護
を
す
る

た
め
に
、
必
要
と
考
え
て
お

り
、
部
分
休
業
の
実
施
や　

時
２４

間
保
育
な
ど
働
き
や
す
い
環
境

を
整
え
、
看
護
師
増
員
に
努
め

て
い
く
。
今
後
も
西
濃
医
療
圏

域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
地
域

住
民
の
信
頼
と
期
待
に
こ
た
え

て
い
く
。

※
マ
グ
ネ
ッ
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
＝
患
者
・

医
師
・
看
護
師
を
磁
石
の
よ
う
に
引

き
つ
け
る
病
院

　 
質
問：

最
近
、
国
道
２
５
８
号

線
沿
い
に
Ｂ
社
と
Ｇ
社
と
い
う

車
販
売
店
が
で
き
た
。
道
路
は

安
全
で
あ
り
、
通
行
の
妨
げ
は

許
さ
れ
な
い
。
朝
の
混
雑
時
間

帯
に
も
車
両
の
積
み
下
ろ
し
を

行
い
、
交
通
誘
導
員
も
い
な

い
。
事
故
の
危
険
性
が
あ
り
改

善
す
べ
き
。
何
故
今
日
ま
で
改

善
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

改
善
を
す
べ
く
、
警
察
に
強
く

申
し
入
れ
を
願
う
。

答
弁：

主
要
道
路
に
お
け
る
、

い
わ
ゆ
る
キ
ャ
リ
ア
カ
ー
か
ら

の
車
の
載
せ
お
ろ
し
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
事
業
者
に

交
通
安
全
対
策
を
お
願
い
し
て

い
る
。

　

今
後
も
、
敷
地
内
の
作
業
を

基
本
と
し
、
や
む
を
え
ず
道
路

上
で
作
業
を
行
う
場
合
は
、
交

通
整
理
員
の
配
置
を
徹
底
す
る

よ
う
関
係
機
関
と
と
も
に
指
導

し
て
い
く
。

主
要
道
路
上
の
車
両
の
載
せ

お
ろ
し
に
つ
い
て富田　

せ
い
じ

③

カーブミラー

里山での体験学習
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大垣市部設置条例の一部改正について議第４７号平成２６年度大垣市公共下水道事業会計補正予算（第２号）議第２４号
ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書市議第３号平成２６年度大垣市水道事業会計補正予算（第１号）議第２５号
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滋
○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決平成２７年度大垣市一般会計予算議第１号
○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決平成２７年度大垣市競輪事業会計予算議第１６号
○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○採択米の需給・価格安定対策及び需要拡大を求める請願請願第１号
×○○○○○××××××××××××××××不採択米価対策の意見書を求める請願請願第２号
×○○○○○××××××××××××××××不採択ＴＰＰ交渉に関する請願請願第３号
○○○○○○継続継続継続継続継続継続継続継続継続継続継続継続継続継続継続継続継続大垣市職員の旅費に関する条例の一部改正について市議第１号
○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決米の需給・価格安定対策及び需要拡大に関する意見書市議第２号
○○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決農業の発展に必要な生産基盤整備の拡充を求める意見書市議第４号

○＝賛成、×＝反対、継続＝継続審査　　　　　議長は採決に加わらないため、斜線としています。

意見書　第１回定例会で可決された意見書は次のとおりです。意見書は国会をはじめ、内閣総理大臣及び関係各大臣等に送付し、実現を要望しました。
米の需給・価格安定対策及び需要拡大に関する意見書
　米政策等の見直しによる農政の転換を迎える中、
平成２６年産米を取り巻く環境は、２５年産米の持ち越
し在庫の発生や、米の需要減少などを要因とした主
食用米の需給緩和により、全国の２６年産米の概算金
は各銘柄とも大幅に引き下げられており、今後も需
給が改善されず価格低迷が続けば、再生産に必要な
採算ラインを割ることも懸念され、農業経営者への
影響は避けられない。
　よって、担い手の経営安定や国民への食料の安定
供給、農業が担っている多面的機能の維持や地域活
性化を図る観点から、平成２６年及び平成２７年産米以
降の需給と価格の安定及び需要拡大に取り組まれる
よう、次の事項の実現を強く求める。
１．収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）及びナラ
シ移行のための円滑化対策については、２６年産の
発動に備え２７年産以降も十分な予算を確保すると
ともに、交付金を早期に支払うよう措置するこ
と。

２．需要に応じた生産に取り組む稲作農家が、将来
にわたって持続的かつ安定的な経営ができるよ
う、収入保険制度の早期創設、制度資金の充実な
ど、万全なセーフティネットを構築すること。

３．飼料用米の生産拡大を図るために、乾燥・保管
施設の整備や流通体制の強化支援、また、「水田活
用の直接支払交付金」などの必要な予算を確保す
ること。

４．米の需給改善のため、主食用米の消費拡大や米
粉用米などの非主食用米の利用拡大を図ること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出
する。
　平成２７年３月１８日 大　垣　市　議　会

本会議の傍聴については議会事務局までお問い合わせ下さい。（電話：４７－８０７３）

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書
.わが国においてウイルス性肝炎、特にＢ型・Ｃ型肝炎の患者が合計
３５０万人以上とされるほど蔓延しているのは、国の責めに帰すべき
事由によるものであるということは、肝炎対策基本法や「特定フィ
ブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤によるＣ型肝炎感染
被害者を救済するための給付金の支給に関する特別措置法」、「特定
Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給に関する特別措置法」でも
確認されているところであり、国の法的責任は明確になっている。
　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成は、現在、肝炎治療特別
促進事業が行われているが、対象となる医療が、Ｂ型・Ｃ型肝炎の
根治を目的としたインターフェロン治療とＢ型肝炎の核酸アナログ
製剤治療に限定されているため、医療費助成の対象から外れている
患者が相当数にのぼる。特に、肝硬変・肝がん患者は高額の医療費
を負担せざるを得ないだけでなく、就労不能の方も多く、生活に困
難を来している。さらに、障害者福祉法上の肝疾患に係る障害認定
の基準は患者の実態に沿ったものとなっておらず、生活支援の実効
性を発揮していないとの指摘がなされているところである。
　特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給に関する特別措置法
においては、「とりわけ肝硬変及び肝がんの患者に対する医療費助
成を含む支援の在り方について検討を進めること」との附帯決議が
なされた。しかし、国においては、肝硬変・肝がん患者に対する医
療費助成を含む生活支援について何ら具体的な措置を講じていな
い。
　肝硬変・肝がん患者は、毎日１２０人以上の方が亡くなっており、医
療費助成を含む生活支援の実現は、一刻の猶予もない課題である。
　よって、次の事項を実現するよう強く要望する。
１．ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度を創設すること。
２．身体障害者福祉法上の肝疾患に係る障害認定の基準を緩和し、
患者の実態に応じた障害者認定制度にすること。
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　平成２７年３月１８日 大　垣　市　議　会

農業の発展に必要な生産基盤整備の拡充を求める意見書
　農業農村整備事業は、「食料・農業・農村基本法」
に位置づけられた事業であり、国民が必要とする
食料を安定的に供給するための農業生産基盤の整
備のみならず、豊かな自然環境や景観の保全、治
水等の多面的機能を維持する観点からも欠くこと
のできない事業である。
　しかしながら、平成２２年度以降、農業農村整備
事業については　大幅に縮減され、計画していた
事業が進められないなど現場のニーズに十分に応
えられていない実態があった。
　平成２４年度から現政権下のもと、予算規模は回
復をしてきているものの、いまだ平成２１年度以前
の水準には戻っていない状況であることから、政
府においては、農業農村整備事業の重要性を評価
し、次の事項について最大限配慮するよう強く要
望する。
１．これまでに計画的に進められてきた実施中の
事業や実施に向け準備を進めている事業が円滑
に進められるよう措置を講ずること。
２．今後、これまでに建設された農業水利施設の
老朽化に対応した計画的な補修や更新による施
設の長寿命化が円滑に進められるよう事業予算
を確保すること。
３．土地改良事業や農地中間管理機構をフル活用
した農地の大区画化の推進、及び農村集落が
持っている共同体機能を生かした農地、用水、
森林、景観、環境などの地域資源の管理を強化
するためにも必要な事業予算を確保すること。
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提
出する。
　平成２７年３月１８日 大　垣　市　議　会


